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1 ．ば じめに

　資環研 で は メ ソ ス ケール の 気象か ら ビ ル の 室 内環境 や エ ネ ル ギ
ー

消 費 ま で を結び つ け た モ デ ル シ ス

テ ム の 開 発 を 進 め 、 1996年 以 来 の 年会 で 都市 の 熱環 境 に関 す る 研 究 と し て 報告を 行 っ て き た 。 そ の 間、

検証デ ータ取得 の た め東京新 宿等で 数 回 の 短 期観 測 も行 っ た が、1998年 夏以 降 旧来の 都心 で ある 大手

町 の オ フ ィ ス ビ ル 屋 上 で 17か 月 に わ た る 継続 観 測 が 実施 で きた 。 単一ビ ル に お け る 測定例 と は い え、

都心 ビ ル 屋上 の 熱環境に 関す る ま と ま っ たデ ータ と して興 味 が 持 た れ る 。

2 。測 定 項 目と解析項 目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 1　 屋上面 下 の 壁体構造の 設定
　 ビ ル は地上 24階建て で 、屋上 の 半分以 上 は半吹 き抜け

型 の 非常用 ヘ リポ ー
トにお おわれ て い る 。 そ の 南側の 開

け た屋 上 の 中央部に 測器 類 を設置 した 。 周囲 は 同規模の

ビ ル と 6階 建程 度 の 低層 ビ ル が混 在 して い る が 、低層 ビ

ル も敷地 面積は広 い も の が多 く、街区 は整然 と して い

る 。 測定項 目は 途中で
一

部 変更 し たが 、下 向 き赤 外放 射

・全 天 日射 ・気温 と湿度 （高さ 1．5m ）・表 面温 度 ・風 向風

速 と乱流（高さ 2．5m ）が 得 られ た 。あわ せ て 同 ビ ル にお け

る エ ネ ル ギー消費デ ータの 収集も行 っ た 。

　 ビ ル 街 の 熱環 境 に 関 わ る 重要 な 解析 項 目 の 一つ と し て

ビ ル 壁 体の 蓄熱 ・放 熱 を 以 下 の よ うに して求 めた 。 直接

法 と し て は 、 超音波風速温 度計の 測定値 か ら渦 相 関法 に

よ り顕熱 フ ラ ヅ ク ス が求め られる 。 そ の 他 に間接法 と し

て ビ ル 表 面 の 熱 収支 か ら（顕 熱 H＋ 潜熱 LE）伝達量 を求 め

た 。 雨 天時 と そ の あ と 屋 上 面 が 乾 く ま で の 時 間 を除 け ば

LEは無視で きる 。 熱収支式で は 屋上 面の ア ル ペ ド（A）と

し て 一
定 値 を仮定 し、表面 下 の 温 度分布 の シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン を組 み 合わ せ て 内部伝導熱 を推定 し た 。 壁 体構造 は

表 1の よう に推 定 した 。

3 ．結果

  屋 上面か ら の 対流熱伝達

　 夏季 暗 天 日 の 対 流 熱伝 達 量 を 図 1 に 示 す 。間 接 法 の H

（LEは ゼ ロ ）は A＝ o．15と し た結果 で 、昼 問は 直接 法 Hsat

とよ く
一致す る 。 夜 間 は 間接法では 負だが 、 直接法で は

ほぼゼ ロ に な る 。 他 の 季 節は 間接法で もゼ ロ に 近 い 。気

温 が 表面 温度 よ り高 い ため熱 伝達 が 負 で も異常で は な い

が、な ぜ 夏 季 の み 明瞭 に 表 れ る の か 未解 明 で ある 。

　 熱収支各項は 図 2 の よ うにな り、表 面下 に逃 げ る熱 伝

導 （G）が 、 午 前 中は大気 側 へ の 対流熱伝達 と 同程度で あ

る が 、午後 3 時 ま で に は 負に 転 じ 、 壁 内か ら熱 が供給 さ

れ る こ と とな る 。 （図 の 正 の 数値は 、 Snetと Lnetは 下 向

き、Gも下 向 き 、　 H（＋LE）は 上 向き ＝ 大気 加熱 を表 す。）
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材 質 　　厚 さ　熱容 量 　　熱伝導率

　　　　（cm ）　　（Jm
−3K −1

）　　　（Jm”s
−1K −1

）

コンクリート　 ユ3．3　　 ユ．93× 10
−E
　 1．39

断熱材　 5．32　0．06× IO
−60 ．04

コンクリート　　2．66　　1．93× 10
−e
　 l．39

内側表 面温度 　26℃ 固定
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図 1　 ビ ル 屋 上面 の 対流熱伝 達量 の 日変動
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図 2　 ビ ル 屋上面 の 熱収 支各 項 の 日変動
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